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�愛媛県告示第６８７号
クリーニング業法（昭和２５年法律第２０７号）第８条の２第１項の規定により、次のとおりクリーニング師の資質の向上を図るための研修

を指定した。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 研修の名称

クリーニング師研修

２ 主催者

東京都港区新橋６丁目８番２号

公益財団法人 全国生活衛生営業指導センター

理事長 小 池 広 昭

３ 研修の種類、開催日及び場所

種 類 開 催 日 場 所

集合して行う研修 令和２年１月２６日（日） 松山市北持田町１３９－２
愛媛県生活文化センター

４ 受講料

５，０００円

�愛媛県告示第６８８号
クリーニング業法（昭和２５年法律第２０７号）第８条の３の規定により、次のとおりクリーニング所又は無店舗取次店の業務に関する知識

の修得及び技能の向上を図るための講習を指定した。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

発 行 愛 媛 県
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�愛媛県告示第６８９号
測量法（昭和２４年法律第１８８号）第３９条において準用する同法第

１４条第１項の規定に基づき、大洲河川国道事務所長から次のとおり

公共測量を実施する旨の通知があった。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 作業種類 公共測量（用地測量）

２ 作業期間 令和元年１１月６日から

令和２年１月３１日まで

３ 作業地域 愛媛県大洲市柚木地内

�������
�愛媛県告示第６９０号
測量法（昭和２４年法律第１８８号）第３９条において準用する同法第

１４条第１項の規定に基づき、大洲河川国道事務所長から次のとおり

公共測量を実施する旨の通知があった。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 作業種類 公共測量（用地測量）

２ 作業期間 令和元年１１月８日から

令和２年３月６日まで

３ 作業地域 愛媛県大洲市五郎、阿蔵

�������
�愛媛県告示第６９１号
測量法（昭和２４年法律第１８８号）第３９条において準用する同法第

１４条第１項の規定に基づき、大洲河川国道事務所長から次のとおり

公共測量を実施する旨の通知があった。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 作業種類 公共測量（用地測量）

２ 作業期間 令和元年１１月８日から

令和２年２月１４日まで

３ 作業地域 愛媛県西予市宇和町卯之町地内

�������
�愛媛県告示第６９２号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第６３条第１項の規定に基づ

き、西条都市計画公園事業４・４・１東部公園（西条市施行）の事

業計画の変更を次のように認可した。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 事業施行期間

平成２９年７月２５日から

令和４年３月３１日まで

２ 事業地

� 収用の部分

愛媛県西条市飯岡、下島山甲及び下島山乙地内

� 使用の部分

なし

１ 講習の名称

クリーニング業務従事者講習

２ 主催者

東京都港区新橋６丁目８番２号

公益財団法人 全国生活衛生営業指導センター

理事長 小 池 広 昭

３ 研修の種類、開催日及び場所

種 類 開 催 日 場 所

集合して行う研修 令和２年１月２６日（日） 松山市北持田町１３９－２
愛媛県生活文化センター

４ 受講料

４，５００円

�愛媛県告示第６９３号
介護保険法（平成９年法律第１２３号）第４１条第１項本文の規定により、次のとおり指定居宅サービス事業者を指定した。

令和元年１１月８日

愛媛県東予地方局長 馬 越 史 朗

指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 の
名 称 又 は 氏 名

指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 所
指定年月日 サービスの種類

名 称 所 在 地

株式会社Ｎ・フィールド 訪問看護ステーション デューン西条 愛媛県西条市明屋敷４２８－４ 令和元年９月１日 訪問看護

合同会社みらいケア 訪問看護ステーション陽だまり 愛媛県西条市小松町新屋敷甲３０９６番地
４０ 令和元年９月１日 訪問看護

西日本商事株式会社 西日本商事株式会社西条営業所 愛媛県西条市三津屋南３番３９ 令和元年９月１日 福祉用具貸与

愛 媛 県 報令和元年１１月８日 第５４号

７１２
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�愛媛県告示第６９５号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第８条第１項の規定に基づく特定施設の構造

等の変更の許可の申請があった。

なお、法第８条第３項において準用する法第５条第３項に規定す

る書面は、愛媛県四国中央保健所及び四国中央市役所において告示

の日から３週間公衆の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県四国中央保健所長 早 田 亮

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

大王製紙株式会社

四国中央市三島紙屋町２番６０号

代表取締役社長 佐光 正義

２ 事業場の名称及び所在地

大王製紙株式会社三島工場

四国中央市三島紙屋町５番１号

３ 特定施設の種類

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号）別表第１第２３

号ホ、第２３号ヘ、第２３号ト、第２３号チ、第２７号イ、第２７号ヌ、第

６３の３号、第６４の２号ロ、第７１の２号イ、第７１の４号イ、第７４号

４ 変更しようとする事項の内容

排水の系統の変更

５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

�１排水口（工場排水）
�６、�７、�９排水口（生活排水）
変更なし

備考 このほかに、雨水排水口が１４６箇所（今回１箇所新設する。）ある。

�愛媛県告示第６９４号
介護保険法（平成９年法律第１２３号）第５３条第１項本文の規定により、次のとおり指定介護予防サービス事業者を指定した。

令和元年１１月８日

愛媛県東予地方局長 馬 越 史 朗

�愛媛県告示第６９６号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、中予地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

西日本商事株式会社 西日本商事株式会社西条営業所 愛媛県西条市三津屋南３番３９ 令和元年９月１日 特定福祉用具販売

株式会社訪問介護ほほえみ 訪問介護ほほえみ 愛媛県四国中央市豊岡町大町９３７番地 令和元年９月１日 訪問介護

株式会社デイサービス愛 訪問看護ステーション愛 愛媛県今治市東鳥生町一丁目６番７号 令和元年９月１０日 訪問看護

指定介護予防サービス事業者の
名 称 又 は 氏 名

指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 事 業 所
指定年月日 サービスの種類

名 称 所 在 地

株式会社Ｎ・フィールド 訪問看護ステーション デューン西条 愛媛県西条市明屋敷４２８－４ 令和元年９月１日 介護予防訪問看護

合同会社みらいケア 訪問看護ステーション陽だまり 愛媛県西条市小松町新屋敷甲３０９６番地
４０ 令和元年９月１日 介護予防訪問看護

西日本商事株式会社 西日本商事株式会社西条営業所 愛媛県西条市三津屋南３番３９ 令和元年９月１日 介護予防福祉用具
貸与

西日本商事株式会社 西日本商事株式会社西条営業所 愛媛県西条市三津屋南３番３９ 令和元年９月１日 特定介護予防福祉
用具販売

株式会社デイサービス愛 訪問看護ステーション愛 愛媛県今治市東鳥生町一丁目６番７号 令和元年９月１０日 介護予防訪問看護

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 松山伊予線
伊予郡松前町大字出作２４３番２地先から

同大字１８６番６まで
令和元年１１月８日

愛 媛 県 報令和元年１１月８日 第５４号

７１３
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�愛媛県告示第６９８号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１７項の規定により、

八幡浜市真穴土地改良区から次のとおり役員が退任した旨の届出が

あった。

令和元年１１月８日

愛媛県南予地方局長 大 北 秀

退 任

�愛媛県告示第６９７号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第１項に規定する開発行為に関する工事が次のとおり完了した。

令和元年１１月８日

愛媛県中予地方局長 尾 � 幸 朗

�愛媛県告示第６９９号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、南予地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第７００号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、南予地方局愛南土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第７０１号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、南予地方局愛南土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

検 査 済 証 の 番 号
及 び 交 付 年 月 日

工 事 を 完 了 し た 開 発 区 域 又 は
工 区 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称

開 発 許 可 を 受 け た
者 の 住 所 及 び 氏 名

元中局建（開）第３２号

令和元年１０月３１日
伊予郡砥部町高尾田１０５９番２

松山市来住町１０７４番地８

愛花宅建

岡 花 良 一

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 矢 野 哲 哉 八幡浜市真網代丙４２７番地１

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

一 般 国 道 ３８１号
北宇和郡松野町大字蕨生１３６４番１から

同大字１３６８番まで
令和元年１１月８日

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 高茂岬船越線

南宇和郡愛南町樽見１２４番２から

同町下�家９１７番２まで
旧 ５．８～６４．５ ０．２３６

南宇和郡愛南町樽見１２４番２から

同町下�家９１７番２まで
新 １２．６～６４．５ ０．２３６

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 高茂岬船越線
南宇和郡愛南町樽見１２４番２から

同町下�家９１７番２まで
令和元年１１月８日

愛 媛 県 報令和元年１１月８日 第５４号

７１４



�愛媛県告示第７０２号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく特定施設の設置

の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県八幡浜保健所及

び大洲市役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県八幡浜保健所長 竹 内 豊

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

仙味エキス株式会社

大洲市平野町野田７７９－２

代表取締役社長 筬島 克裕

２ 事業場の名称及び所在地

仙味エキス株式会社

大洲市平野町野田７７９－２

３ 特定施設に関する事項

� 精製施設

� 湯煮施設①

� 湯煮施設②（同型４基）

特 定 施 設 の 種 類

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第
１８８号。以下「政令」という。）別表第
１第５号 みそ、しょう油、食用アミノ
酸、グルタミン酸ソーダ、ソース又は食
酢の製造業の用に供する施設 ホ 精製
施設

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり２，０００キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分

特定施設の１日当たりの使用
時間 上記のうち７時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，５００

最大 ３，２００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８００

最大 １，０００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７００

最大 ９００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２８０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２０

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 １２０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４．０

最大 ４．６

特 定 施 設 の 種 類
政令別表第１第５号 みそ、しょう油、
食用アミノ酸、グルタミン酸ソーダ、ソ
ース又は食酢の製造業の用に供する施設
ハ 湯煮施設

特 定 施 設 の 能 力 １回当たり６００リットル

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３，０００

最大 ４，２００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ９６０

最大 １，２００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ３６０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２１

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２０

最大 １５０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２．９

最大 ３．６

特 定 施 設 の 種 類
政令別表第１第５号 みそ、しょう油、
食用アミノ酸、グルタミン酸ソーダ、ソ
ース又は食酢の製造業の用に供する施設
ハ 湯煮施設
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� 湯煮施設③（同型２基）

� 湯煮施設④

特 定 施 設 の 能 力 １回当たり２，０００リットル

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３，０００

最大 ４，１００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ９６０

最大 １，２００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，２００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ３５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２１

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２０

最大 １５０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ０．９７５

最大 １．２

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３，０００

最大 ４，２００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ９６０

最大 １，２００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ３６０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２１

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２０

最大 １５０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １．０

最大 １．２

特 定 施 設 の 種 類
政令別表第１第５号 みそ、しょう油、
食用アミノ酸、グルタミン酸ソーダ、ソ
ース又は食酢の製造業の用に供する施設
ハ 湯煮施設

特 定 施 設 の 能 力 １回当たり４，４００リットル

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

特 定 施 設 の 種 類
政令別表第１第５号 みそ、しょう油、
食用アミノ酸、グルタミン酸ソーダ、ソ
ース又は食酢の製造業の用に供する施設
ハ 湯煮施設

特 定 施 設 の 能 力 １回当たり７００リットル

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３，０００

最大 ４，１００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ９６０

最大 １，２００
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４ 汚水等の処理施設に関する事項

� 前処理施設

� 後処理施設

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，２００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ３５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２１

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２０

最大 １５０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３．９

最大 ４．８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １４

最大 ２０

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １３０

最大 １，１００

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１０．８

最大 １３０

備考 特定施設からの排水以外に、壁・床洗浄水、生活排水を合わせて２系
統で処理後、

設 置 年 月 日 平成２７年４月１日

処 理 施 設 の 種 類 前処理施設①：流動床処理方式
前処理施設②：回転円板方式

処 理 施 設 の 型 式 前処理施設①：流動床処理方式
前処理施設②：回転円板方式

処 理 施 設 の 構 造 前処理施設①：ＲＣ造
前処理施設②：鋼板製

処理施設の主要寸法（単位
メートル）

前処理施設①：縦８．０×横１１．０×高さ４．５
前処理施設②：縦２．６×横３．６×高さ２．７

処 理 施 設 の 能 力
前処理施設①：１日当たり１００立方メー

トル
前処理施設②：１日当たり３０立方メート

ル

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 前処理施設①：流動床処理方式
前処理施設②：回転円板方式

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位１リ
ットルにつ
きミリグラ
ム）

通常 ２，４００

最大 ３，２００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８６０

最大 １，２００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７４０

最大 １，０００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２３０

最大 ３００

設 置 年 月 日 平成２７年４月１日

処 理 施 設 の 種 類 嫌気・好気（外圧中空糸膜ろ過）処理方
式

処 理 施 設 の 型 式 嫌気・好気（外圧中空糸膜ろ過）処理方
式

処 理 施 設 の 構 造 中空糸膜（外圧型）
ＦＲＰ製（３系統）

処理施設の主要寸法（単位
メートル）

後処理施設①②：縦８．１×横３０．１×
高さ２．８４

後処理施設③：縦１０．９×横１２．６×
高さ２．８４

処 理 施 設 の 能 力
後処理施設①②：１日当たり５０立方メー

トル×２系統
後処理施設③：１日当たり３０立方メート

ル

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 嫌気・好気（外圧中空糸膜ろ過）処理方
式

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位１リ
ットルにつ
きミリグラ
ム）

通常 １０

最大 １０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２０

最大 ２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．０

最大 １．０
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� 合併処理浄化槽

� 排水処理施設Ａ

５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

設 置 年 月 日 平成２６年９月１日

処 理 施 設 の 種 類 合併処理浄化槽

処 理 施 設 の 型 式 ダイキＤＣＷ８３Ａ型

処 理 施 設 の 構 造 ＦＲＰ製

処理施設の主要寸法（単位
メートル） 縦３．３×横４．４２×高さ３．４２

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり１４立方メートル

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 固液分離型流量調整付担体流動生物ろ過
循環方式

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位１リ
ットルにつ
きミリグラ
ム）

通常 １６０

最大 ２００

通常 １６

最大 ２０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８０

最大 １００

通常 ２４

最大 ３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 １６０

通常 １６

最大 ２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ４５

通常 １６

最大 ２０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．０

最大 ８．０

通常 ２．０

最大 ７．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １２

最大 １４

通常 １２

最大 １４

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．０

最大 ２５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１０．８

最大 １３０

備考 前処理施設①②での処理水を混合後、３系統で処理する。

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後６ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

処 理 施 設 の 種 類 ｐＨ中和＋硝化液循環膜分離活性汚泥方
式

処 理 施 設 の 型 式 ｐＨ中和＋硝化液循環膜分離活性汚泥方
式

処 理 施 設 の 構 造 ＲＣ造（中空糸膜外圧）

処理施設の主要寸法（単位
メートル） 縦７．８×横１５．８×高さ５．６５

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり７０立方メートル

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 ｐＨ中和＋硝化液循環膜分離活性汚泥方
式

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．４～１１．５

最大 ６．４～１１．５

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位１リ
ットルにつ
きミリグラ
ム）

通常 ８００

最大 １，０００

通常 １０

最大 １０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４００

最大 ５００

通常 ２０

最大 ２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８０

最大 １００

通常 １０

最大 １０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １６０

最大 ２００

通常 １０

最大 １０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １６

最大 ２０

通常 １．０

最大 １．０

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １６

最大 ２０

通常 ５．０

最大 ２５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５６

最大 ７０

通常 ５６

最大 ７０
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�愛媛県告示第７０３号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第８条第１項の規定に基づく特定施設の構造

等の変更の許可の申請があった。

なお、法第８条第３項において準用する法第５条第３項に規定す

る書面は、愛媛県八幡浜保健所及び大洲市役所において告示の日か

ら３週間公衆の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県八幡浜保健所長 竹 内 豊

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

仙味エキス株式会社

大洲市平野町野田７７９－２

代表取締役社長 筬島 克裕

２ 事業場の名称及び所在地

仙味エキス株式会社

大洲市平野町野田７７９－２

３ 特定施設の種類

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号。）別表第１

第５号 みそ、しょう油、食用アミノ酸、グルタミン酸ソー

ダ、ソース又は食酢の製造業の用に供する施設

イ 原料処理施設

ロ 洗浄施設

ハ 湯煮施設

ニ 濃縮施設

ホ 精製施設

へ ろ過施設

４ 変更しようとする事項の内容

特定施設の新規設置及び既存特定施設の使用の方法

排水処理施設の新規設置

排出水の汚染状態及び量

５ 特定施設に関する事項

� 原料処理施設①

� 原料処理施設②

汚水等の汚

染状態の値

項 目 �１排水口 �２排水口

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位１リ
ットルにつ
きミリグラ
ム）

通常 １１

最大 １１

通常 ０．９

最大 １．８

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２０

最大 ２１

通常 １．７

最大 ３．４

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １１

最大 １１

通常 １

最大 ２

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １１

最大 １１

通常 ０．４０

最大 ０．８０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．１

最大 １．５

通常 ０．０４０

最大 ０．０８０

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４．８

最大 ２３

通常 １．０

最大 １．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １７８．８

最大 ２１４

通常 ３２０

最大 ４００

備考 �１排水口からは、排水処理施設（後処理施設①～③、排水処理施設
Ａ）と合併処理浄化槽の排水を合わせた水が排出される。
このほかに、雨水専用排水口として�３～�６排水口がある。

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式
中川乳機�製 堅型
パスチライザー３０００
リットル

変更なし

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

外径１．６０×
高さ３．２１４ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １回当たり３，０００リ
ットル 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚介類
１日当たり２，４００キ
ログラム

変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
７時３０分～１６時３０分

連 続
６時４５分～２３時３０分

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間 １４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，５００

最大 ３，２００

通常 ９６０

最大 １，２００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １，２００

最大 １，５００

通常 ６４０

最大 ８００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，１００

通常 １０４

最大 １３０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２８０

通常 １８４

最大 ２３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２４
変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 １２０

通常 １０

最大 １２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ０．５

最大 ０．６

通常 １．４

最大 １．８

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式
日本キャリア工業�
製 フレーカーＦ－
３１１

変更なし
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� 洗浄施設①

� 湯煮施設①

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

縦２．０７８×横１．５８３×
高さ２．４５０ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり３，５００
キログラム 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚類および畜肉すり
身
１日当たり４，５００キ
ログラム

変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分 変更なし

特定施設の１日当たりの使用
時間 上記のうち７時間 変更なし

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，５００

最大 ３，２００

通常 ９６０

最大 １，２００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １，２００

最大 １，７００

通常 ８００

最大 １，０００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，２００

通常 １４４

最大 １８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５０

最大 ３００

通常 ２００

最大 ２５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２６
変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 １３０

通常 １０

最大 １３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ０．５

最大 ０．６
変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８．０

最大 １０

通常 ４．０

最大 ５．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．０

最大 １０

通常 ４．０

最大 ５．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８

最大 １０

通常 ４

最大 ５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０５

最大 ０．０５

通常 ０．０４

最大 ０．０５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．００３

最大 ０．００３

通常 ０．００２

最大 ０．００３

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８．０

最大 １０
変更なし

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １．５

最大 ２．０

通常 １．６

最大 ２．０

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式 �永田製作所製 Ｎ
ＢＲ－１６Ｓ型 変更なし

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

縦１．４０×横２．１３×
高さ１．３０ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり１，５００
本 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

瓶容器
１日当たり３，０００本 変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分 変更なし

特定施設の１日当たりの使用
時間

上記のうち２～４時
間 変更なし

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式
�ナカキン製 半自
動充填機ＷＦ－１Ｍ
Ｓ

変更なし

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

縦２．５０×横３．５０×
高さ２．８０ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり１，８００
リットル 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚肉および畜肉すり
身
１日当たり５，０００キ
ログラム

変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分 変更なし

特定施設の１日当たりの使用
時間 上記のうち７時間 変更なし

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３，０００

最大 ４，３００

通常 １，２００

最大 １，５００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２４０

最大 ３００

通常 １６０

最大 ２００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７００

最大 ８００

通常 ６４

最大 ８０
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� 湯煮施設②

� 湯煮施設③

� 湯煮施設④

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ３７０

通常 ２５６

最大 ３２０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８．０

最大 １０
変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ７，０００

通常 １６

最大 ２０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １．８

最大 ２．０

通常 １．６

最大 ２．０

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式 �クルマ工作所製
１５００リットルタンク 変更なし

特定施設の主要寸法（単位
メートル） 外径１．４７×高さ２．４５ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １回当たり１，５００リ
ットル 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚類および畜肉すり
身
１日当たり１，５００キ
ログラム

変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分 変更なし

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間 変更なし

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３，０００

最大 ４，１００

通常 １，２００

最大 １，５００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １，４００

最大 １，８００

通常 ８００

最大 １，０００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，４００

通常 １４４

最大 １８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ３５０

通常 ２４０

最大 ３００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ３０
変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２０

最大 １５０

通常 １２

最大 １５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ０．５

最大 ０．６
変更なし

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式
�ナカキン製 半自
動充填機ＷＦ－１Ｍ
Ｓ

変更なし

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

縦２．５０×横３．５０×
高さ２．８０ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり１，８００
リットル 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚肉および畜肉すり
身
１日当たり５，０００キ
ログラム

変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分 変更なし

特定施設の１日当たりの使用
時間 上記のうち７時間 変更なし

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３，０００

最大 ４，３００

通常 １，２００

最大 １，５００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２４０

最大 ３００

通常 １６０

最大 ２００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７００

最大 ８００

通常 ６４

最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ３７０

通常 ２５６

最大 ３２０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８．０

最大 １０
変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ７，０００

通常 １６

最大 ２０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １．８

最大 ２．０

通常 １．６

最大 ２．０

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式
東洋自動機�製 エ
アホールドパウチＴ
Ｔ－１０ＣＲ

変更なし

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

縦１．８７４×横３．４２×
高さ２．３７３ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり２５袋 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚類および畜肉すり
身
１日当たり６，０００キ
ログラム

変更なし
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� 湯煮施設⑤（同型２基）

� 濃縮施設①

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１８時３０分 変更なし

特定施設の１日当たりの使用
時間 上記のうち７時間 変更なし

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，５００

最大 ３，３００

通常 １，２００

最大 １，５００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２４０

最大 ３００

通常 １６０

最大 ２００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７００

最大 ８００

通常 ６４

最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５０

最大 ２９０

通常 １９２

最大 ２４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８．０

最大 １０
変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ６，０００

通常 １６

最大 ２０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ８．０

最大 ９．０

通常 ７．２

最大 ９．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １，４００

最大 １，８００

通常 ８００

最大 １，０００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，４００

通常 ６４

最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ３５０

通常 ２４０

最大 ３００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ３０
変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２０

最大 １５０

通常 １２

最大 １５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ０．５

最大 ０．６
変更なし

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式
�クルマ工作所製
３０００リットルパスチ
ライザー

変更なし

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

外径１．８０×
高さ３．０９２ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １回当たり３，０００リ
ットル 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚類および畜肉すり
身
１日当たり３，０００キ
ログラム

変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分 変更なし

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間 変更なし

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３，０００

最大 ４，１００

通常 １，２００

最大 １，５００

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式 日南機械�製 エタ
ノール回収装置 変更なし

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

縦２．００×横３．９０×
高さ３．５２ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり４５０キ
ログラム 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚介類
１日当たり１，０００キ
ログラム

変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分

連 続
６時４５分～２３時３０分

特定施設の１日当たりの使用
時間 上記のうち７時間 上記のうち１４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３，６００

最大 ４，５００

通常 １，２００

最大 １，５００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １，６００

最大 ２，１００

通常 ８００

最大 １，０００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，５００

通常 １４４

最大 １８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ４００

通常 ２８０

最大 ３５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０
変更なし
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� 濃縮施設②

� 精製施設①（�７７（吸着樹脂カラム①））

� 精製施設②（�７８（吸着樹脂カラム②））

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２０

最大 １６０

通常 １３

最大 １６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １．０

最大 １．２

通常 ２．８

最大 ３．６

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式 日南機械�製 真空
濃縮装置 変更なし

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

縦２．６０×横２．７０×
高さ９．３６ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり１，０００
キログラム 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚介類
１日当たり２，０００キ
ログラム

変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分

連 続
６時４５分～２３時３０分

特定施設の１日当たりの使用
時間 上記のうち８時間 上記のうち１４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３，６００

最大 ４，５００

通常 １，２００

最大 １，５００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １，６００

最大 ２，１００

通常 ８００

最大 １，０００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，５００

通常 １４４

最大 １８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ４００

通常 ２８０

最大 ３５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０
変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２０

最大 １６０

通常 １３

最大 １６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １．０

最大 １．２

通常 ２．８

最大 ３．６

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

縦１．８３×横２．７０×
高さ３．２２９ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり２００リ
ットル 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚介類
１日当たり６００リッ
トル

変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分

連 続
６時４５分～２３時３０分

特定施設の１日当たりの使用
時間 上記のうち８時間 １４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，５００

最大 ３，３００

通常 ９６０

最大 １，２００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １，２００

最大 １，５００

通常 ６４０

最大 ８００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，１００

通常 １０４

最大 １３０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２８０

通常 １８４

最大 ２３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２５
変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 １２０

通常 １０

最大 １２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５．０

最大 ５．５

通常 １３．２

最大 １６．５

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式 日本錬水�製 有価
物質精製装置 変更なし

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 型 式 日本錬水�製 有価
物質精製装置 変更なし

特定施設の主要寸法（単位
メートル）

縦２．３０×横４．００×
高さ２．７８６ 変更なし

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり８００リ
ットル 変更なし

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

魚介類
１日当たり２，４００リ
ットル

変更なし

特定施設の使用時間間隔 連 続
８時３０分～１７時３０分

連 続
６時４５分～２３時３０分

特定施設の１日当たりの使用
時間 上記のうち８時間 上記のうち１４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし
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６ 汚水等の処理施設に関する事項

排水処理施設Ａ

７ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～９．０

最大 ６．０～９．０
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，５００

最大 ３，３００

通常 ９６０

最大 １，２００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １，２００

最大 １，５００

通常 ６４０

最大 ８００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，１００

通常 １０４

最大 １３０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２８０

通常 １８４

最大 ２３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２５
変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 １２０

通常 １０

最大 １２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １．５

最大 １．８

通常 ４．３

最大 ５．４

汚染状態の

値

生物化学的
酸素要求量
（単位１リ
ットルにつ
きミリグラ
ム）

通常 ８００

最大 １，０００

通常 １０

最大 １０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４００

最大 ５００

通常 ２０

最大 ２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８０

最大 １００

通常 １０

最大 １０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １６０

最大 ２００

通常 １０

最大 １０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １６

最大 ２０

通常 １．０

最大 １．０

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １６

最大 ２０

通常 ５．０

最大 ２０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５６

最大 ７０

通常 ５６

最大 ７０

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後６ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

処 理 施 設 の 種 類 ｐＨ中和＋硝化液循環膜分離活性汚泥方
式

処 理 施 設 の 型 式 ｐＨ中和＋硝化液循環膜分離活性汚泥方
式

処 理 施 設 の 構 造 ＲＣ造（中空糸膜外圧）

処理施設の主要寸法（単位
メートル） 縦７．８×横１５．８×高さ５．６５

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり７０立方メートル

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 ｐＨ中和＋硝化液循環膜分離活性汚泥方
式

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．４～１１．５

最大 ６．４～１１．５

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

汚水等の汚

染状態の値 項目

�１排水口 �２排水口

変更前 変更後 変更前 変更後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
５．８～８．６
最大

５．８～８．６
変更なし

通常
５．８～８．６
最大

５．８～８．６
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位１リ
ットルにつ
きミリグラ
ム）

通常
１１
最大
１１

変更なし
通常
０．９
最大
１．８

変更なし

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常
２０
最大
２１

変更なし
通常
１．７
最大
３．４

変更なし

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
１１
最大
１１

変更なし
通常
１
最大
２

変更なし

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
１１
最大
１１

変更なし
通常
０．４０
最大
０．８０

変更なし

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
１．１
最大
１．６

通常
１．１
最大
１．５

通常
０．０４０
最大
０．０８０

変更なし

ノルマルヘ
キサン抽出
物質含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
４．６
最大
２３

通常
４．８
最大
２３

通常
１．０
最大
１．０

変更なし

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常
１２２．８
最大
１４４

通常
１７８．８
最大
２１４

通常
３２０
最大
４００

変更なし

備考 �１排水口からは、排水処理施設（後処理施設①～③、排水処理施設
Ａ）と合併処理浄化槽の排水を合わせた水が排出される。
このほかに、雨水専用排水口として�３～�６排水口がある。

愛 媛 県 報令和元年１１月８日 第５４号
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�愛媛県告示第７０４号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、南予地方局八幡浜土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第７０５号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、南予地方局大洲土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第７０６号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、南予地方局大洲土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第７０７号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、南予地方局大洲土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和元年１１月８日

愛媛県知事 中 村 時 広

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 瀬田八多喜停車場線 八幡浜市日土町瀬田６番耕地３１００

旧 ５．０～５．６ ０．０１３

新 ５．０～８．８ ０．０１３

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 肱川公園線
大洲市肱川町宇和川３５７番２から

同町宇和川３３９番２まで

旧 ４．２～３５．３ ０．２１４

新 ２０．８～８２．０ ０．２１４

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 �万中山線
喜多郡内子町臼杵１１８３番地先から

同町臼杵１１７４番５まで
令和元年１１月８日

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 内子双海線
喜多郡内子町河内６８１番２から

同町河内７４６番まで
令和元年１１月８日

令和元年１１月８日 発行
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